　　　　　　　趣　意　書

謹啓

　余寒なお厳しき折、貴台に於かれましてはますます御健勝のこととお慶び申し上げます。また平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。

　さて本年開催の北京オリンピックセーリング部門四七〇級代表の座をかけて、その国内選考レースに出場して参りました松永鉄也、上野太郎組が先日のオーストラリアのメルボルンで開催されました世界選手権で晴れて日本代表選手に選ばれました。彼等は学生時代より琵琶湖をホームウォーターとして練習して参りました。その間の練習やレースに於きまして皆様から戴きましたご指導や激励が今回の代表の座獲得への大きな礎となりました。改めて感謝申し上げます。

いよいよ日本代表として世界の強豪とのレースが待ち受けておりますが、彼等は表彰台を目指して今後も厳しい練習と調整に没頭する予定でございます。
　ご存知の様に、彼等は大手企業に属さず又大手企業を退職し非常に厳しい経済状況の下、不退転の決意で北京を目指してまいりました。今後JSAFからの支援が期待出来ると言うものの何とか経済的負担を軽減して練習に打ち込ませてやりたいと願っております。

そこで、同じ想いを持っておりました我々が「松永・上野君を支援する会」を立ち上げる事に致しました。今迄のご厚情の上に更にお願いする事甚だ恐縮ではございますが、何卒心温まるご支援を宜しくお願い申し上げます。

末筆になりましたが、貴台の益々のご健勝を祈念申し上げます。
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